
3

74
「子どもワクワク探偵団」とは、広報を通じて募集した
団体です。市内の行事や出来事を、小・中学生の目線
でレポートしてもらっています。
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●

●

●
震災記念碑

資材置場

新田公民館

至広見

大森新田

桂ケ丘

帝京大
可児高

松伏

星見台

二色のトマトを手にして比べる奈未さん

10広報かに 2009.9.111 広報かに 2009.9.1

社会福祉に…
●日本メディアシステム株式会社　代表取締
役社長　坂野徳一　●阪中威雄（故人）
●「踊りの輪」豊喜勝会・豊喜多会・豊岐加会
●喜代秀ファンクラブ　
●勝川英治　●美濃加茂市社会福祉協力会
●巻き寿司の斗盧ちゃん

児童センターに…
●村木自治会

「鳩吹山から望む御岳」
（8月に撮影）
村瀬さん（土田）

川合彩
あ

廉
れん

くん
（1歳・川合）

「1歳のお誕生日おめでとう」

伊藤駿
しゅん

太
た

くん
（1歳・下恵土）

「お気に入りの帽子だよ」

●応募資格　市内在住の人
● 応募方法　市内の自然・風景・行事、お子さんの写真
などを撮影した写真にコメントを一言添えて、住所・氏
名・撮影日・撮影場所・電話番号（お子さんの写真の
場合は、保護者名とお子さんの氏名、生年月日も）を
明記し、郵送、電子メール、または直接応募してください。
● 掲載できないもの　市外の風景や、ペットの写真、
営利目的や政治団体、宗教的な写真など。

★郵送は 〒509-0292 広見一丁目1番地 
　広報かに「みんなの写真館」係
★電子メールは…kouhou@city.kani.lg.jp
（250キロバイト～1.5メガバイト程度で撮影）

宛先

次の皆さんから
寄付がありました。
ありがとございました。
（敬称略）

　

1
2
0
年
ほ
ど
前
、未
曾
有
の
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

明
治
24
年
10
月
28
日
早
朝
に
起
き
た
濃
尾
大
地
震
で
す
。
根

尾
村
（
現
本
巣
市
根
尾
）
を
震
源
地
と
し
、
そ
の
大
き
さ
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
4
と
、
関
東
大
地
震
や
そ
の
後
の
阪

神
淡
路
大
地
震
を
も
し
の
ぐ
規
模
で
し
た
。
市
内
で
は
西
部

で
の
被
害
が
大
き
く
、
特
に
帷
子
地
区
の
被
害
が
甚
大
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

大
森
新
田
地
区
の
山
す
そ
に
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
こ
の
石

碑
は
、震
災
後
の
復
興
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
に
は
、
家
屋
が
傾
き
田
畑
に
亀
裂
が
入
り
、
悲
惨
な
状
況

は
言
葉
に
表
せ
な
い
と
記
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
六
千
円
余
り

の
復
興
資
金
に
住
民
が
感
激
し
、
日
夜
を
問
わ
ず
復
旧
に
努

め
、
12
年
間
で
完
了
し
た
と
も
あ
り
、
当
時
の
様
子
が
し
の

ば
れ
ま
す
。
同
様
の
記
念
碑
は
、
帷
子
や
春
里
地
区
で
も
建

て
ら
れ
て
お
り
、
現
代
に
記
録
を
残
す
貴
重
な
証
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歴史を語る大森の震災記念碑

帷子小学校

　帷子地区の中心に建てられた本校は、明治6年の創立以来
136年目を迎えます。
　校庭の南側には、「友情の丘」と呼んでいる小山があり、
休み時間は、にぎやかに遊ぶ児童の声でいっぱいです。また
校舎の玄関ロビーには、「光の庭」と呼ぶオープンスペース
があり、子どもたちや来校者の憩いの場となっています。
　「エデュース9」に積極的に取り組んで10年が経過し、学校、
地域、家庭との一体感が出来上がりました。「学校の9」の取
り組みでは幼小中の連携に特色があり、その一つとして、本
校、かたびら幼稚園、広陵中学校との間で、作品交流や歌声
交流などが行われています。
　学校では、みんなでつくろう帷子小の自慢「あいさつ、そ
うじ、学びあい」を合言葉に、豊かな心の育成を図っています。
あいさつでは、毎朝6年生が率先して声を掛ける運動が定着
し、5年生以下の児童もその影響を受け、校舎内にあいさつ
の輪が広がっています。

【場所】

創　立：明治6年
生徒数：489人
学級数：18クラス
所在地：東帷子1047
電　話：65－4802

生い茂る笹の中にたたずむ、高さ1m20cmほどの碑

元気よくあいさつ運動を行う6年生児童たち

◆ 吉田奈
な

未
み

さん（広見小3年）

「トマトが黒い！！」
　トマトといえば、何色を思い出しますか？
　ほとんどの人は、赤色を思い出すと思いますが…。
わたしのおじいちゃんは、なんと黒いトマトを作り
ました。なえは、とみか町で買ったそうです。
　はじめは、赤いトマトと同じように黄緑色の実で
すが、上の方に黒い線が少し入っています。少した
つと下の方が赤色になってきて、上の方がふかい緑
色になってきます。さいごには、上の方が、ほとん
ど黒色になりますが、その黒色にも少し緑色が入っ
ていました。半分に切ってみると、赤いトマトより
色がこくて、赤むらさきに近い色でした。
　「黒いトマトは赤いトマトにくらべて、えいようが
たくさん入っている。」とおじいちゃんが教えてくれ
ました。それに黒いトマトの方が味もかおりも強く、
おいしかったです。
　赤いトマトと味をくらべることもできるので、な
えが売られいたらぜひ、ためしてみてください。


